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１　

は
じ
め
に

　

昨
年
以
前
と
比
較
し
て
、
今
春
の
入
試

で
の
大
き
な
変
更
点
と
言
え
ば
、
東
京
都

私
立
高
校
の
都
内
生
に
対
す
る
Ｂ
推
薦

（
併
願
で
き
る
推
薦
）
の
廃
止
で
し
た
。

　
Ｂ
推
薦
と
い
え
ば
、
私
立
高
校
に
と
っ

て
は
募
集
上
の
大
事
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

受
験
生
に
と
っ
て
も
少
し
で
も
早
く
合
格

を
１
校
と
り
、
第
１
志
望
合
格
に
向
け
て

万
全
の
体
制
で
臨
み
た
い
と
い
う
、
双
方

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
従
来
の
「
合
格
し
た
ら
進
学
す
る

こ
と
」
が
前
提
で
あ
っ
た
推
薦
入
試
の
世

界
に
瞬
く
間
に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

本
来
の
形
に
戻
そ
う
と
い
う
の
が
今
回
の

動
き
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
初
め
は
私

学
側
の
抵
抗
も
あ
っ
た
も
の
の
、
蓋
を
開

け
て
み
れ
ば
ほ
ぼ
全
て
の
学
校
で
守
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
受
験
生
側
は
と
い
う
と
、

当
然
初
め
て
の
高
校
受
験
で
す
か
ら
、
な

い
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
い
う
も
の
と
し
て

入
試
に
臨
む
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　

当
然
、
今
ま
で
Ｂ
推
薦
を
利
用
し
て
、

都
立
や
上
位
の
私
立
高
校
を
目
指
し
て
い

た
層
は
一
般
入
試
の
併
願
優
遇
に
回
り
ま

し
た
。
各
高
校
と
も
推
薦
入
試
の
倍
率
は

従
来
の
１・０
倍
に
ほ
ぼ
落
ち
着
き
、
一

般
入
試
の
倍
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
従
来
の
形
態
と
は
違
う
入
試
の
中

で
、
歩
留
ま
り
を
読
み
間
違
え
て
入
学
者

が
定
員
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
り
、
定

員
に
満
た
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
い

く
つ
か
の
学
校
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

定
員
以
上
に
入
学
者
が
増
え
る
こ
と
は

う
れ
し
い
悲
鳴
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
に

も
限
度
が
あ
り
、
次
年
度
は
入
学
者
数
を

絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
学
校
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
次
年
度
入
試
の
募
集

定
員
や
、
推
薦
入
試
、
併
願
入
試
の
基
準

に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。
推
薦
、
併
願
等

の
基
準
が
上
が
っ
て
い
る
学
校
は
前
年
入

学
者
が
定
員
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
て
い

る
学
校
が
多
い
で
す
し
、
基
準
を
緩
和
し

て
い
る
学
校
は
、
全
て
で
は
な
い
に
し
て

も
、
入
学
者
が
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
学

校
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

２　

次
年
度
の
要
項
変
更

　

そ
れ
で
は
、
次
年
度
入
試
に
向
け
て
の

要
項
上
の
大
き
な
変
更
点
を
見
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
数
年
高
校
入
試

は
私
立
高
校
、
公
立
高
校
と
も
に
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
今
春
は
先
述
の
Ｂ
推
薦

廃
止
な
ど
か
な
り
の
混
乱
要
素
も
あ
り
ま

し
た
が
、
11
年
度
入
試
は
比
較
的
、
変
化

の
少
な
い
年
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
主

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
来
春
、
募
集
停
止
に
な
る
学

校
で
す
。
既
報
の
海
城
の
他
に
、
洗
足
学

園
（
音
楽
コ
ー
ス
）、
神
奈
川
学
園
、
富

士
見
、
東
京
純
心
女
子
な
ど
が
高
校
募
集

停
止
で
す
。
い
ず
れ
も
完
全
な
中
高
一
貫

校
に
な
り
ま
す
。

　

一
番
大
き
い
の
は
当
然
海
城
高
校
の
募

集
停
止
（
85
名
↓
０
名
）
で
す
が
、
近
年

都
立
高
校
の
最
上
位
（
進
学
指
導
重
点
校

な
ど
）
に
受
験
生
を
多
く
持
っ
て
い
か
れ

て
い
る
こ
と
で
、
高
校
か
ら
同
校
の
本
来

の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
入
学
者
が
確
保
し
づ

ら
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
男

子
上
位
校
は
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
学

校
が
数
校
あ
り
、
次
年
度
以
降
ど
う
な
っ

て
い
く
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
次
年
度
共
学
に
な
る
学
校
で
す

が
、
既
報
の
横
浜
翠
陵
（
横
浜
国
際
女
学

院
翠
陵
よ
り
改
称
）、
目
黒
学
院
（
特
進

科
の
み
）
の
ほ
か
、
貞
静
学
園
、
東
星
学

園
の
計
４
校
で
す
。
実
質
ウ
イ
ン
グ
生
の

通
学
圏
内
で
は
、
横
浜
翠
陵
と
目
黒
学
院

で
す
が
、
横
浜
翠
稜
は
共
学
化
と
同
時
に
、

特
進
、
国
際
、
文
理
の
３
コ
ー
ス
制
に
な

り
、
難
易
度
も
こ
の
順
に
落
ち
着
き
そ
う

で
す
。
男
子
の
通
え
る
学
校
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
ま
た
１
校
増
え
た
わ
け
で
す
が
、

外
部
模
試
で
の
志
願
者
数
は
増
加
し
て
お

り
、
初
年
度
の
入
試
が
注
目
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

目
黒
学
院
は
特
進
コ
ー
ス
の
み
の
共
学

で
す
が
、
９
月
段
階
の
模
試
で
は
ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
よ
う
で
、
志
願
者
は
こ

れ
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
増
え
て
く
る
の
か
な

…
と
い
う
感
じ
で
す
。
現
段
階
で
は
女
子

の
方
が
関
心
が
高
い
よ
う
で
す
。
同
校
は

特
進
の
他
に
総
合
、
体
育
の
２
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
両
コ
ー
ス
と
も
当
面
は
男

子
の
み
の
募
集
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、
細
か
い
コ
ー
ス
の
改
変
、
新
設

等
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
の

流
れ
と
し
て
、
先
述
の
Ｂ
推
薦
廃
止
に
も

関
連
す
る
の
で
す
が
、
一
般
入
試
の
日
程

変
更
、
入
試
機
会
増
設
等
は
例
年
以
上
に

多
い
よ
う
で
す
。
Ｂ
推
薦
廃
止
で
都
内
受

験
生
を
確
保
し
づ
ら
く
な
っ
た
都
内
私
立

高
校
を
中
心
に
、
一
般
入
試
の
入
試
日
程

を
増
や
し
た
り
、
日
程
を
前
倒
し
す
る
な

ど
し
て
併
願
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
す
る

学
校
が
例
年
以
上
に
目
立
ち
ま
す
。
公
立

高
校
追
い
風
の
今
日
で
す
か
ら
、
私
学
側

も
公
立
高
校
の
受
け
皿
、
併
願
校
と
し
て
、

受
験
生
が
よ
り
受
け
や
す
く
な
る
よ
う
に

創
意
工
夫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
各
高
校
の
志
願
動
向
を
個

別
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
基
本
的
に
は

模
試
の
志
願
者
数
か
ら
入
試
の
難
易
度
を

予
測
す
る
形
に
な
り
ま
す

３　

国
立
と
早
慶

　

ま
ず
は
、
国
立
高
校
の
動
向
か
ら
で
す

が
、
近
年
で
は
、
公
立
最
上
位
を
受
験
す

る
生
徒
が
自
校
作
成
の
難
易
度
の
高
い
問

題
で
得
点
を
取
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
早

い
時
期
か
ら
準
備
を
進
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
国
立
高
校
の
入
試
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
折
角
準

備
を
し
た
の
だ
か
ら
、
国
立
高
校
も
挑
戦

し
て
み
よ
う
と
い
う
生
徒
が
増
え
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
年
度
は
女
子

に
顕
著
で
、
御
茶
の
水
女
子
高
、
学
大
附

属
高
の
女
子
が
志
願
者
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
例
年
以
上
の
激
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

東
京
工
大
附
属
科
学
技
術
高
は
、
男
女
と

も
志
願
者
増
で
、
こ
こ
も
要
注
意
で
す
。

　

早
慶
の
附
属
高
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

慶
応
女
子
高
が
や
や
増
と
い
っ
た
感
じ
で

す
が
、
志
願
者
の
平
均
偏
差
値
は
下
が
っ

て
お
り
、
下
が
増
え
た
感
じ
が
し
ま
す
。

難
易
度
は
例
年
並
み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

慶
応
義
塾
高
も
志
願
者
横
ば
い
で
例
年
並

み
で
し
ょ
う
。
早
稲
田
実
業
は
男
子
の
志

願
者
が
増
え
て
お
り
、
男
子
に
は
例
年
以

上
に
厳
し
い
入
試
に
な
り
そ
う
で
す
。
昨

年
附
属
中
学
を
開
校
し
、
高
校
の
定
員
を

減
ら
し
た
早
大
学
院
高
は
昨
年
並
み
の
難

易
度
に
落
ち
着
き
そ
う
で
す
が
、
昨
年
が

や
や
難
化
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
今
後

は
こ
の
あ
た
り
の
レ
ベ
ル
で
推
移
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

４　

上
位
進
学
校

　

進
学
校
全
般
の
傾
向
と
し
て
は
、
都
立

県
立
最
上
位
校
に
や
や
押
さ
れ
気
味
で
す

が
、
個
々
に
見
て
い
く
と
学
校
に
よ
っ
て

か
な
り
様
子
は
違
い
ま
す
。

　

男
子
進
学
校
の
雄
で
あ
る
開
成
は
昨
年

よ
り
は
志
願
者
を
増
や
し
て
い
る
も
の
の

以
前
ほ
ど
の
勢
い
は
な
い
感
じ
で
す
。
昨

年
に
比
べ
て
や
や
難
化
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
。
海
城
の
募
集
停
止
で
男
子
の
上

位
生
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
城
北
、
巣
鴨
、
桐
朋
の
中
で
は
城
北

が
微
増
で
他
の
２
校
は
昨
年
並
み
で
す
。

女
子
進
学
校
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
豊
島
岡
女

子
も
志
願
者
層
、
志
願
者
数
と
も
に
昨
年

並
み
と
思
わ
れ
ま
す
。

５　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
系

　

明
大
明
治
は
女
子
が
微
増
、
明
大
中
野

八
王
子
は
男
女
と
も
志
願
者
増
で
や
や
難

化
し
そ
う
で
す
。
同
校
は
近
年
人
気
が
高

ま
っ
て
お
り
、
要
注
意
の
一
校
で
す
。
青

山
学
院
は
昨
年
並
み
で
す
が
、
女
子
は
近

年
難
化
傾
向
に
あ
り
、
志
願
者
の
レ
ベ
ル

は
相
変
わ
ら
ず
高
い
で
す
。

　

立
教
新
座
は
推
薦
入
試
導
入
が
呼
び
水

に
な
っ
て
か
、
志
願
者
は
や
や
増
加
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

法
政
大
学
高
は
男
女
と
も
志
願
者
数
を

大
き
く
減
ら
し
て
い
ま
す
。
特
に
男
子
は

２
年
連
続
の
減
少
で
す
。
共
学
人
気
で
数

年
間
募
集
は
好
調
で
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と

一
息
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
。
法
政
第

二
、
法
政
女
子
は
と
も
に
微
減
で
す
が
、

神
奈
川
県
立
の
学
力
向
上
進
学
重
点
校
が

８
校
追
加
指
定
に
な
っ
た
こ
と
も
、
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
校
舎
が
話
題
の
中
央
大
学
高
は
現
段

階
で
は
志
願
者
は
昨
年
、
一
昨
年
並
で
す
。

中
大
杉
並
は
男
子
の
志
願
者
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
昨
年
よ
り
は
や
や
易
化
し
そ
う

で
す
。
中
大
附
属
は
、
男
子
が
減
、
女
子

は
増
で
結
果
的
に
は
昨
年
並
み
で
推
移
し

そ
う
で
す
。
中
大
横
浜
山
手
は
セ
ン
タ
ー

北
へ
の
校
地
移
転
等
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
あ

り
、
ま
だ
女
子
高
と
し
て
で
す
が
志
願
者

を
確
実
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
要

注
意
の
一
校
で
し
ょ
う
。　
　

６　

中
堅
進
学
校

　

そ
れ
で
は
、
中
堅
の
高
校
を
進
学
校
を

中
心
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
大
学
の
合
格
実
績
が
目
覚
ま
し

い
青
稜
は
男
女
と
も
志
願
者
が
減
っ
て
い

ま
す
。
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
や
や
敬
遠
さ
れ
た
と
い
う
感
じ

で
し
ょ
う
か
。
東
洋
も
近
年
人
気
の
高
い

学
校
で
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
好
調
で
、
特

選
、
特
進
、
総
進
と
も
に
志
願
者
を
増
や

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
入
学
者
を
絞
っ

て
い
る
八
王
子
は
文
理
進
学
コ
ー
ス
の
志

願
者
が
女
子
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。

今
春
、
共
学
化
と
同
時
に
大
規
模
な
改
革

を
行
い
、
台
風
の
目
と
な
っ
た
東
京
都
市

大
学
等
々
力
で
す
が
、
次
年
度
は
さ
ら
な

る
志
願
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
春
以
上

に
厳
し
い
入
試
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

桐
光
学
園
は
女
子
が
や
や
増
え
て
い
ま

す
が
、
ほ
ぼ
例
年
並
み
に
な
り
そ
う
で
す
。

桐
蔭
学
園
は
男
女
と
も
に
や
や
減
っ
て
い

ま
す
。
近
隣
の
県
立
川
和
高
校
が
学
力
向

上
進
学
重
点
校
の
追
加
指
定
を
受
け
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
年
度
募
集
定
員
を
増
や
す
桜
美
林
は
、

現
状
で
は
志
願
者
数
は
昨
年
並
み
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
併
願
基
準
等
に
幅
を
持
た

せ
て
よ
り
受
け
や
す
く
な
っ
た
も
の
の
フ

リ
ー
受
験
の
合
格
者
も
か
な
り
出
す
と
思

わ
れ
ま
す
。
狙
い
目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

國
學
院
は
男
子
の
志
願
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
ボ
ー
ダ
ー
は
例
年
よ
り
高
く
な
り
そ

う
で
す
。

　

次
春
附
属
中
学
か
ら
の
初
の
卒
業
生
が

出
る
東
京
農
大
第
一
は
近
年
、
高
校
入
試

も
レ
ベ
ル
が
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

次
年
度
は
昨
年
並
み
に
落
ち
着
く
と
思
わ

れ
ま
す
。
朋
優
学
院
は
開
設
２
年
目
の
国

公
立
コ
ー
ス
で
女
子
を
中
心
に
志
願
者
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　

男
子
校
で
は
、
大
進
選
抜
コ
ー
ス
を
新

設
す
る
保
善
が
志
願
者
を
大
き
く
増
や
し

て
い
ま
す
。
大
進
選
抜
コ
ー
ス
も
そ
れ
な

り
に
認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
次
年

度
も
含
め
て
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

７　

そ
の
他
の
学
校

　

日
大
系
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
次
年

度
よ
り
併
願
優
遇
制
度
を
導
入
す
る
日
本

大
学
高
が
注
目
で
す
。
従
来
の
２
月
10
日

に
加
え
て
２
月
12
日
も
併
願
優
遇
、
フ

リ
ー
の
ど
ち
ら
で
も
受
験
で
き
る
た
め
、

志
願
者
が
例
年
以
上
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
内
の
私
立
と
し
て
は
注
目
の
１

校
で
す
。
日
大
桜
丘
は
男
女
と
も
志
願
者

が
大
き
く
増
加
し
、
し
か
も
受
験
者
の
レ

ベ
ル
も
や
や
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

か
な
り
の
難
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
大

鶴
ヶ
丘
は
普
通
コ
ー
ス
は
例
年
並
み
で
す

が
、
特
進
コ
ー
ス
は
志
願
者
が
男
女
と
も

に
増
え
て
い
ま
す
。
特
進
コ
ー
ス
は
２
月

16
日
の
一
般
入
試
②
で
内
申
基
準
（
５
科

21
）
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
受
験
し
や
す

く
な
っ
た
た
め
、
今
後
も
志
願
者
は
増
え

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ウ
イ
ン
グ
か
ら
の
受
験
者
毎
年
多
い
駒

澤
大
学
高
は
女
子
の
志
願
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
男
子
は
昨
年
志
願
者
が
多
か
っ
た

た
め
、
や
や
減
っ
て
い
ま
す
が
、
数
年
の

幅
で
見
れ
ば
次
年
度
も
や
や
き
つ
そ
う
で

す
。

来
春
入
試
で
の
国
立
高
校
と
私
立
高
校
の
動
向
や
留
意
点
を
ま
と
め
ま
す
。
特
に
中
３
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
受
験
校
決
定
の
大
詰
め
の
時
期
で
す
。
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
中
学
校
で
の
面
談
に
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
１
年
高
校
入
試
予
想

入
試
予
想
国
立
＋
私
立
高
校
編
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2011年中学•高校入試
注目すべき入試要項変更

最新情報をもとに来年の入試を見る

成功事例の研究
2010年／中学入試編
ウイング１期生はこうして羽ばたいていった。

ウイングのHP

みなさん、ウイングのホー
ムページをごらんになりま
したか？　ウイングが実施
する各イベントの詳細、最
新ニュースが盛りだくさん。
また、私学のホームページ
にアクセスしたい場合は、 
『学校リンク集』が便利で
す。ぜひ、一度お越しくだ
さい。

http://www.wing100.
net/

検索は…

八王子実践高

［入試形式変更］
○一般入試
　記述式→マークシート方
　式

鶴見大学附属高

［コース改変］
看護医療技術系進学コース
廃止

保善高

［コース新設］
入試科目変更は既報
○大進選抜クラス
　ＭＡＲＣＨレベルの大学
合格を目指して特進と大
進の間に新設

戸板女子高

［日程変更］
○推薦入試　都外生併願
　1/24
○一般入試　２回新設
　2/12

高校入試
情報

目黒星美学園中

[試験日程]
３回を新設。
○３回
　2/3　10名　４科

中学入試
情報

［実践特訓講座］　
受験生にとっての正月。
やっぱりこの時期、正月特
訓！　本番さながらのスタ
イルで、密度の濃い受験実
践講座を行います。入試を
目前にした今こそ、じっく
り腰をすえて自分とのレー
スに挑んでいただきたいと
思います。ウイングならで
はの情熱みなぎる正月特訓、
ぜひ参加してください。
●12/31・1/1・1/2(3日間）
●会場と時間帯
 ・小６…青葉台教室
４科/算国理社(100分×4)
10:30 ～18:40
２科/算国(100分×2)
15:00 ～18:40
 ・中３…成瀬教室
　３科/英数国(100分×3)
  　　13:00 ～18:40

［中３公立理社特訓講座］　
覚えているようで心配なの
が理科と社会。入試本番で
は中学３年間の内容が全部
出題されます。この特訓講
座ではそれぞれのテーマで
要点整理と攻略法を伝授し
ます。息もつけないほどの
600分が君を鍛えます。
●12/31・1/2(2日間)
●会場…成瀬教室
 ・理科…「物理分野」と「生
　物分野」攻略のツボ
 ・社会…「地理問題」と「歴
　史問題」の制覇
●時間…13:00 ～18:40
理科75分×2、社会75分×2
詳細は各教室へお問い合わ
せください。

明大中野高

［要項変更］
スポーツ推薦の対象種目か
ら野球とバスケットボール
がなくなる。対象は剣道、
柔道、相撲、水泳、ラグ
ビー、バレーボールの６種
目

トキワ松学園高

［日程変更］
○一般入試
　2/11→2/10

工学院大附属高

［コース名変更］
○普通→文理普通

和洋九段女子

[試験日程・募集人員]　
各回の日程及び募集人員の
変更。
○１回 
　2/1午 前　80名 →100
名
○２回
　2/1午後　50名→80名
○３回
　2/2午前　50名
○４回
　2/3午前　40名→20名
○旧５回は廃止

武相中

[募集人員]　
２回と５回の募集人員を変
更。
○２回 
　2/2午後　15名→25名
○５回
　2/5　20名→10名

明大明治高

［試験内容変更］
○一般入試
　英語ヒアリング時間と配
　点の拡大
　約10分20点 →約20分
25点

日大第三高

［日程変更］
○一般入試２回
　2/15→2/14

サレジオ高専

［入試新設］
○ＡＯ入試導入
　12/4
［日程変更］
○一般入試
　1/31→1/30
○自己推薦
　2/25→2/24

神奈川学園中

[募集人員]　
Ａ日程とＢ日程の募集人員
を変更。
○Ａ日程
　2/1　85名→90名
○Ｂ日程
　2/2　85名→80名

目黒学院高

［コース改変］
特進コースの共学化は既報
定員男子55名女子55名
特進コースをさらにプレミ
アム、アドバンス、スタン
ダードに３分化。
［日程変更］
○一般第３回
　2/20→2/19

日大鶴ヶ丘高

［日程変更］
○一般入試２回
　2/20→2/16
　特進コースは内申の出願
　資格５科21がなくなる

中央大学横浜山手高

［日程変更］
○一般入試　オープン
　2/12→2/11

品川女子学院中

[募集人員]　
２回と３回の募集人員を変
更。
○２回
　2/3　80名→100名
○３回
　2/5　40名→20名
 

来年度(2011年)の
入試の注目点
［中学入試＋高校入試］
2011年度入試で注目すべき変更が発表され
た学校についてお知らせします。
※前号から引き続き、11月上旬現在までに判
明した注目点をまとめました。

［その３］2月1日 2月2日 2月3日 2月4日 2月5日 その他
受験校 サレジオＡ 神大附属Ａ 浅野
合否結果 ○(進学) ○ ○
受験校(PM) 東京都市大
合否結果 ○

●学習指導について
　彼は根っからの野球少年。週テストも一切受
験せず、成績も中の上程度をウロウロ。野球を
やめられずにいると今度は「キャプテンになっ
た！」だそうで、とほほ。結局11月まで野球
は続く。ただ彼は、「野球が全てで勉強はそっ
ちのけ」ではなく「勉強もちゃんとやる。だか
ら野球もやらせて」と宣言し、それを実行に移
せる、責任感と自覚を持った立派な男子だった
（だからキャプテンなんです）。
　とはいうもの、得意な国語と大好きな社会の

成績は安定していたが、算・理は知識はあって
も活用できず、練習不足を露呈。それでもやる
べきことはやっていたので、野球が終わってか
ら猛スパート。夏テキストを引っ張り出し徹底
的に復習。わからないところは徹底的に質問。
「もう帰りな」と言われるまで塾にいた。年末
には算理の成績が国社に追いついた。
●志望校の決定
　本人は「絶対サレジオ！」だったが、勉強不
足の息子を見て母は「無理です」とランクを下
げる勢い。担当はスパート中の彼を見て「サレ

ジオは大丈夫。もう一つ上もどうです？」と浅
野を推薦。「まさか！　無理です！」というも、
過去問の結果や頑張る彼を見て「受かるのであ
れば、ぜひ浅野に行かせたい」と年の瀬に決定。
●受験を終えて
　結果は全勝。答案を見ると浅野も余裕を持っ
て合格したものと思われる。浅野に行くものと
ばかり思っていたがサレジオに進学。「勉強も
ちゃんとやる。だからサレジオに行かせて」と
ご両親に宣言した彼は、現在学年トップ争いを
演じているそうな。

ウイング［Ａ校］Ｂクラス
Ｃくん(男子)の場合

2010年　中学入試　成功事例の研究･④

受験結果　○=合格  ホ○=補欠合格　×○=繰り上げ合格　×=不合格　キ=棄権

V判定テスト 四谷大塚合不合 首都圏模試

科目 ９月 10月 11月 科目 ９月 10月 11月 12月 科目 10月 11月 12月
算数 47.7 46.8 54.7 算数 49.8 50.6 53.3 51.9 算数 58.0 60.0 67.0
国語 52.6 55.9 59.3 国語 57.6 68.0 54.6 53.2 国語 57.0 57.0 61.0
理科 67.6 69.0 57.7 理科 46.1 54.8 47.8 50.4 理科 76.0 54.0 69.0
社会 55.2 57.1 65.3 社会 56.3 53.0 58.5 56.8 社会 67.0 60.0 70.0
２科 50.0 51.0 58.2 ２科 54.0 60.2 54.6 52.8 ２科 59.0 59.0 67.0
４科 55.5 56.4 60.3 ４科 52.7 57.9 55.0 55.5 ４科 65.0 59.0 71.0

成功事例の研究／④

ウイング正月特訓
のご案内

小６＆中３
対象

●日時：11/7(日) 13:00～16:00
●場所：カリタス女子短期大学(「あざみ野駅」徒歩7分)日

ウイング主催

進学相談会
参加
無料

　ウイングは、今年も東京・神奈川の有名私学を多数お招きして進学相談会を開催し、大変多くの受
験生、保護者の方に参加していただきました。受験生本人が学校の先生に直接、質問や相談をし、具
体的な合格の可能性や入試に向けてのアドバイスをいただくことができました。
　この時期にこういった相談会に参加することで、中3生はより具体的に進学先のイメージが明確に
なり、入試に向けて気持ちを高める良い機会になったことと思います。

麻布大学附属淵野辺高
桜美林中・高
大森学園高
小野学園女子中・高
柏木学園高
神田女学園中・高
錦城学園高
鵠沼高
国本女子中・高
工学院大学附属中・高
麹町学園女子中・高
向上高
光明学園相模原高

国士舘中・高
駒澤大学高
駒場学園高
相模女子大学中学部・高等部
サレジオ工業高等専門学校
品川エトワール女子高
下北沢成徳高
松蔭中・高
自由ヶ丘学園高
青稜中・高
高木学園女子高
橘学苑中・高
立花学園高

多摩大学目黒中・高
中央大学杉並高
中央大学横浜山手中・高
鶴川高
鶴見大学附属中・高
戸板中・女子高
桐蔭学園中・高
東海大学付属相模高、中等部
東京学園高
東京都市大学等々力中・高
桐光学園中・高
東洋高
藤嶺学園藤沢中・高

日体荏原高
日本学園中・高
日本工業大学駒場中・高
日本大学中・高
日本大学櫻丘高
日本大学第三中・高
白鵬女子高
八王子高
日出中・高
藤沢翔陵高
武相中・高
法政大学第二中・高
法政大学女子高

朋優学院高
保善高
明治大学付属中野八王子中･高
明治大学付属明治中・高
目黒学院中・高
八雲学園中・高
山手学院中・高
横浜翠陵中・高
横浜創英中・高  
参加校（一部変更あり）

今年も多数のご来場ありがとうございました。
ウイング主催「進学相談会」―終了しました。

～今年も東京･神奈川の有名私学約70校が参加～
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中学生のためのエッセー
勉強すること、記憶することについて考えてみましょう

中学生のための教科のページ
　

　むか～し、むか～し、といってもたかだ
か15年前くらいのことですが、私の後輩に、
とても性格が悪くて語彙が少ない（知って
いる言葉が少ない）男がいました。その男
の様々な偽善的かつ筋が通っていない行動
を思い出すと今でもムカムカしてきますが、
今回はそんなことをお話ししようというの
ではありません。その男は語彙が少ないく
せに、勉強だけはとてもできたのです。今
回はなぜその男が勉強ができたのか分析し
ようと思います。そしてみなさんの勉強方
法の参考になれば、性格が悪かったその男
も、少しは世の中の役に立ったということ
になります(笑)。
　その男が勉強ができた理由を大きく二つ
に分けると、
・分からないことはスルーしない
・暗記には五感全てを使う
ということになるでしょう。
 「分からないことはスルーしない」とは以
下のようなことです。例えば、その男は語
彙が少ないわけですから、日常会話でもし
ばしば分からない言葉が話をしている相手
の口から出てくるのです。その時その男は
（というか、「その男」って書き続けるのは
めんどうなのでＨ君、としておきましょ
う）、「○○ってどういう意味ですか？」と
尋ねまくります。すると、こんな簡単な言
葉を知らないのかと、半ば呆れながらも周
りの人間はその意味を教えるわけです。し
かも「これこれこういう時に使うんだよ」
という注釈もつけて…。Ｈ君は語彙は少な
いけれどもそうやって着実に、知らないこ

とを知っていることに変えていきました。
多分彼は、中年になっている今頃は、知ら
ない言葉ばかりで周りに馬鹿にされている
ことはないでしょう（嫌いな人なので現在
のＨ君と交流はありませんので現状は分か
りませんが(笑)）。この、知らない言葉に限
らず、「スルーしない」というのは、勉強
が出来るようになる上で大事な性質だと考
えられます。今まで、1000人以上の生徒を
見てきて、いくつかはっきりしていること
の一つは、いわゆる「勉強ができる子」の
方が、色々なことに「ひっかかる」のです。
「どうも納得いかない」と。場合によって
は「ひっかかる」方が色々な事に対処して
いく上で「時間がかかり」ます。宿題等、
勉強のことについて言えば、もしかしたら、
ただ解くだけなら普通の人より速く片づけ
てしまえることも「時間をかけて」いるか
も知れません。逆に言えば、「時間をかけ
ず」、ちょっとした疑問があっても「スルー」
しまくっているような人は、まず例外なく
「勉強が出来ない」人になってしまってい
ると思います。
　今回の話は「暗記の仕方」について特に
重点的に話すつもりなので、「スルーしな
い」についてはこのくらいにしますが、今
から話す「暗記の仕方」についても、まず
はなるべく「スルー人生」から脱す
ることで、「暗記の仕方」も、より活用し
やすくなるでしょう。
　では、Ｈ君の「勉強ができる」特質のも
う一つ、こちらの方がみなさんがすぐに実
践できることでもある「暗記には五感

全てを使う」について考えてみましょう。
　五感とは、俗に言われることには
・視覚（目で見る）
・聴覚（耳で聞く）
・触覚（体の一部、または全体で触れる、
　または体に何かが触れる）
・嗅覚（においを感じる）
・味覚（味を感じる）
ということになりますが、正直、「五感全
てを使う」と言うと格好良く聞こえるので
そう言いましたが、さすがに「味覚」は使
わないでしょうね(笑)。嗅覚はこじつけれ
ば、これも記憶に大事なものだ、と話を進
めることもできますが、ここではオーソ
ドックスに最初にあげた三つの感覚を総動
員させることに話を絞りましょう。
　Ｈ君が、「あーテストが近づいてきたー」
となった時に、まず何を用意したか思い出
してみます。
１．テストがある教科のテキスト
２．テストがある教科のノート
３．シャーペン
４．後で捨てる予定の、書ければなんでも
　いいや、的なただのメモ用紙をたくさん
　まずＨ君はテキスト、またはノートを開
いて、大事なところを中心に、またはテス
ト範囲の部分を片っ端から音読していきま
す。とにかく「音読、音読、音読」
していきます。その際に、手にはシャーペ
ンが握られていて、机の上には４．に挙げ
たメモ用紙が広がっています。いかにも大
事な部分（テストに出そうな部分、黒字で
強調されているようなところ）は、音読し

つつ、シャーペンで殴り書きするわけです。
この書く作業については、そんなにキレイ
に書くわけではありません。誰かに見せる
ためのものではなく、あくまで暗記を助け
る作業として書くのです。なので、視線は、
殴り書きしている汚い字の方ではなく、テ
キストやノートの方に注がれています。
　基本的に以上の勉強の仕方（暗記の仕方）
で、どう考えても、もともとの頭が良いと
は思えず、性格が悪い（しつこい(笑)）Ｈ
君は某有名国立大学に合格しています（Ｈ
君は、このお話を進めやすくするために勝
手に作り上げた人間ではなく、実在する私
の知り合いです(笑)）。
　彼の勉強の仕方をさらに解説します。ま
ず「音読」をすることで暗記する力が増強
するのには、いくつか理由があると思われ
ます。一つには、Ｈ君が実践していること
のもう一つの「暗記すべきことを同時に書
く」ことの理由の一つでもありますが、た
だじっと座って何かを眺めているだけだと、
それがいくら大切なものでもなかなか記憶
に残らないものです。しかし、「音読」す
るとアゴが動くのです。しかもアゴは脳に
近いところにある。さらに手も動いていま
す。もちろんムダに動いているわけではな
く、全てはある事柄を覚えるためだけに動
かされているわけだから、脳にとっては「そ
こまで刺激を与えられちゃぁ、記憶にとど
めてやるか」ってなもんです。
もう１つ目はこれがメインですが、五感の
うちの一つ、聴覚を刺激することです。音
読した音はそのまま自分の耳に入ります。

同時に目でも読んでいる（視覚も使用して
いる）わけだからより強く脳に記憶が残り
やすくなるのだと思われます。視覚だけで
記憶できるなら誰も苦労しません。穴の開
くほどテキストを見つめていたら、その後
目を閉じてもテキストの映像が見えるよう
になる、とかそんなことが可能なら誰でも
そうします。そうはならないから、視覚以
外の感覚も総動員して記憶すべきなのです。
　「音読した内容を自分の耳で
音として取り入れて脳に覚えさ
せる」ために、聴覚も暗記するためにと
てつもなく大事な手段ですから、ipodのイ
ヤホンなんかを耳につっこんで、音楽を聞
きながら勉強する、なんてのは真っ先に止
めるべきことです。雑音を遮断するために
ヒーリングミュージックだとか、川の流れ
を録音した自然音ＣＤとかを聞くならまだ
マシですが、自分のお気に入りの
音楽を聞きながら勉強、などと
んでもありません。「音楽を聞きな
がらだと勉強がはかどる」などと言う人も
いますが、それは単純に勉強することのシ
ビアさから逃避しているだけです。Ｈ君タ
イプの勉強法をしている人に比べれば全く
非効率的になっていることでしょう。
　Ｈ君は「音読」する上に、それと同時に
記憶の助けになるように、手で暗記すべき
事柄を書いています。何のために書いてい
るかというと、文字通り「手に覚えさ
せる」ためです。みなさんは、当たり前
のように覚えている英単語や漢字を書くと
きに、いちいち頭で考えたり思い出したり

しているでしょぅか？すでに自分のものと
なっている英単語や漢字は勝手に手が書い
てしまうでしょう。手に覚えさせる、と言っ
ても結局は脳に刺激を与えているわけです
が、まさにその、「勝手に手が書い
ている」状態が多ければ多いほど、集中
力もすり減りませんし、集中力がすり減ら
なければ、ケアレスミスも減ります。良い
ことずくめです。
　今回、勉強法について書くことになった
際に、「勉強の楽しさ」、「どうしたら楽し
く勉強ができるか」的な話ができたらもっ
と良かったのかも知れませんが、万人に通
用する「楽しく」実行できる勉強法などあ
りません。ただし、Ｈ君の勉強法は、実践
すれば、少なくとも万人が「今より勉強が
できるようになる」方法です。これを続け
て、もし普段の授業がより分かるように
なったり、テストで今までより点数が上
がったら、そこで喜びを感じられるでしょ
う？　できるようになると勉強は楽しく感
じられるものです。急に勉強をしっかりや
り始めた人はたいてい、勉強することが苦
じゃなくなってきた（＝勉強が楽しくなっ
てきた）人ですが、そのきっかけはたいて
いは、「テストで前よりいい点が取れた」
とか「最近○○の科目が分かるようになっ
てきた」ということです。
　これを読んで「どうせやらなきゃいけな
いならその方法でやってみるか」と考える
人が少しでも増えたら嬉しいです。継続
すれば必ず暗記力が上がることを約束
します。

～中学生のためのエッセー～

「勉強ができる」とは？
－記憶についての話－
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ウイングで英検と漢検が受けられます。(英検･漢検認定準会場)
　ウイングでは2011年１月に以下の要項で実用英語技能検定(通称英検)と漢字検定(通称漢検)を実施いたします。検定協会管轄の試験ですので、
下記の時間帯以外の受検、及び、前日・後日受検は一切お受けすることができませんのでご了承ください。お申し込み関しては最寄りのウイング
教室にてお申し込みください(申込書は各教室受付にございます)。なお、受検票は発行致しません。

申込み締切　2010年12月18日(土)
　　実施日　2011年1月22日(土)

［英検］実施のご案内2010年度第３回

　し込み)は日曜日実施となります

　試験が行われます。

会場＝宮崎台教室／青葉台教室／北山田教室／成瀬教室
　　　新百合ヶ丘教室

申込み締切　2010年12月18日(土)
　　実施日　2011年1月29日(土)

［漢検］実施のご案内2010年度第３回

会場＝宮崎台教室／青葉台教室／北山田教室／成瀬教室
　　　新百合ヶ丘教室

英検 集合時間 試験時間 検定料
２級 13:00 13:20 ～ 15:10 3,900円
準２級 10:00 10:20 ～ 12:00 3,400円
３級 13:00 13:20 ～ 14:30 2,300円
４級 10:00 10:20 ～ 11:30 1,300円
５級 13:00 13:20 ～ 14:10 1,200円

漢検 集合時間 試験時間 検定料
2級  9:15  9：30～ 10：30(60分) 2,500円
準2級 10:35 10：50～11：50(60分) 1,800円
3級 12:15 12：30～13：30(60分) 1,800円
4級 10:35 10：50～11：50(60分) 1,800円
5級 12:15 12：30～13：30(60分) 1,800円
6級  9:15  9：30～ 10：30(60分) 1,800円
7級 10:35 10：50～11：50(60分) 1,800円
8級  9:15  9：30～10：10（40分） 1,400円

Event/Information
英検と漢検のご案内＋その他

海外姉妹校

　台湾台北市天母東路8巷57号1Ｆ               
　　02-2876-0037          

　台湾高雄市苓雅区中正二路20号8-2 
　　07-223-2200 

↑携帯サイト

http://www.wing100.net ●各教室窓口･お電話にて
●ウイングウェブサイトから

お問い合わせ･お申し込
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左右裏返しになった漢字が十個あります。
これらをもう一度裏返して元に戻してみ
ると…？　間違っている漢字が三つある
よ。どれかな～？

前回の答えだよ➡
①校門･門番･当
番･弁当･弁解･解
答･応答･対応、②
材料･料理･代理･
現代･現場･場所･
住所･住居、③牛
肉･肉体･身体･心
身･心配･配達･友
達･旧友


